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日
本
の
進
む
道
研
究
所
会
報

　　
　　令和 3 年
　　3 月 1 日
　　（2021 年）　　　　　　
　　第 37 号

 発行所
日本の進む道研究所 
  〒 105-0013
東京都港区浜松町    
             2-2-15
浜松町ダイヤビル 2F
      電話　
       03-6775-8400

代表の安東幹（あんどうかん）氏と主要著作『日本共産党に強制収容所』日本共産党と関係が深い医

療機関の集団である民医連（全日本民主医療機関連合会）の精神科・神経科などのメンタルセクショ

ンが、日本共産党の強制収容所の役割を果たしている。有名なのは、代々木病院精神科・神経科であ

る。日本共産党を批判する人で、日本共産党関係者など、日本共産党の指示に従えない人が、むりや

代表　安東　幹　について

東京都立西高校卒業
慶應義塾大学通信課程法学部乙類（政治学科）卒業
シティ大学大学院行政学修士在学中（現在学習中断
中）
日本共産党と関係が深い労働争議団の批判、慶應義
塾大学を共産主義者から守る活動、東京都の教育委
員会の傍聴をしながらの教育への提言などに、現在、
集中的に取り組んでいます。
著作

『日本共産党に強制収容所』
『誰も書かなかった中国の人権抑圧』
『「連合」をぶっ潰せ』
電子書籍

『日本共産党の構造と実体』
論文

「私たちが体験した共産党の強制収容所列島（兵本達
吉氏との対談）」 『正論』平成１２年４月号「雑誌『正

みんなで力を合わせて
コロナ克服
東京オリンピック・パラリンピック成功
日本、そして世界繫栄へ
日本から、コロナ万能薬を世界へ広めよう！

安
東
幹
さ
ん
は
、PCR

検
査
な
ど
を
定
期
的
に
受
け
て

い
ま
す
。
結
果
は
、
常
に
陰
性
で
す
。
コ
ロ
ナ
に
は
感

染
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
羽
田
空
港
に
あ
る
新
型
コ
ロ
ナ

PCR

検
査
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
定
期
的
に
受
け
て
い
ま
す
。
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自
民
党
第
8
8
回
党
大
会

で
友
好
団
体
と
し
て
顕
彰

さ
れ
た
団
体
（
宗
教
関
係
な
ど
）　　

　
　

2
0
2
1
年
3
月
2
1
日

　
　
（
公
明
党
は
来
賓
と
し
て
発
言
）

神
道
政
治
連
盟
（
会
長
＝
打
田
文
博
）

公
益
財
団
法
人
全
日
本
仏
教
会

                   （
理
事
長
＝
戸
松
義
晴
）

天
台
宗     （
宗
務
総
長
＝
阿
部
昌
宏
）

高
野
山
真
言
宗

                （
宗
務
総
長
＝
添
田
隆
昭
）

真
言
宗
智
山
派

                （
宗
務
総
長
＝
芙
蓉
良
英
）

真
言
宗
豊
山
派

                （
宗
務
総
長
＝
鈴
木
常
英
）

浄
土
宗    （
宗
務
総
長
＝
川
中
光
教
）

浄
土
真
宗
本
願
寺
派

                       （
総
長
＝
石
上
智
康
）

真
宗
大
谷
派
（
宗
務
総
長
＝
但
馬
弘
）

臨
済
宗
妙
心
寺
派

                （
宗
務
総
長
＝
栗
原
正
雄
）

曹
洞
宗
（
宗
務
総
長
＝
鬼
生
田
俊
英
）

日
蓮
宗     （
宗
務
総
長
＝
中
川
法
政
）

イ
ン
ナ
ー
ト
リ
ッ
プ
・
イ
デ
オ
ロ
ー

グ
・
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー

                      （
所
長
＝
近
藤
喜
彦
）

崇
教
眞
光    （
教
え
主
＝
岡
田
光
央
）

立
正
佼
成
会
（
理
事
長
＝
國
富
敬
二
）

佛
所
護
念
会
教
団

                      （
会
長
＝
関
口
慶
二
）

妙
智
會
教
団 

                （
理
事
長
＝
齋
藤
賢
一
郎
）

新
生
佛
教
教
団
（
教
主
＝
秋
本
和
徳
）

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
廃
止
を
め
ざ
す
共

産
主
義
信
奉
の
お
芝
居
団

体
あ
り

危
険
な
極
左
団
体
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日
本
共
産
党
と
関
係
が
深
い

　
　
　
　
　
　
　

書
店
の
実
態

日
本
に
現
存
す
る
、
日
本
共
産
党
と
関
係
が
深
い

書
店
は
、
東
京
の
代
々
木
の
日
本
共
産
党
本
部
近

く
に
あ
る
美
和
書
店
と
、
名
古
屋
の
中
心
部
の
栄

に
あ
る　

ほ
っ
と
ブ
ッ
ク
ス
新
栄　

で
あ
る
。
こ

の
二
つ
の
書
店
は
、
日
本
共
産
党
関
係
の
書
籍
を

中
心
に
売
っ
て
い
て
、
書
店
に
は
、
い
わ
ゆ
る
一

般
書
籍
・
雑
誌
は
な
い
。
美
和
書
店
に
は
、
日
本

共
産
党
へ
の
大
き
な
募
金
入
れ
が
あ
る
。
ほ
っ
と

ブ
ッ
ク
ス
新
栄
は
、
書
店
内
に
、「
憲
法
9
条
を

守
ろ
う
！
」
と
い
う
よ
う
な
大
き
な
は
り
が
み
が

あ
る
。

今
か
ら
数
十
年
前
は
、
日
本
全
国
に
た
く
さ
ん
の

日
本
共
産
党
と
関
係
が
深
い
書
店
が
あ
っ
た
が
、

日
本
共
産
党
員
の
高
齢
化
や
、
日
本
人
が
一
般
的

に
本
離
れ
し
た
こ
と
な
ど
が
あ
り
、
経
営
が
成
り

立
た
な
く
な
り
、
多
く
は
閉
店
し
た
り
、
書
店
の

一
角
に
の
み
、
日
本
共
産
党
関
係
の
書
籍
を
置
い

た
り
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

美
和
書
店
が
経
営
が
成
り
立
つ
の
は
、
日
本
共

産
党
か
ら
、
歩
い
て
5
分
ほ
ど
と
、
と
て
も
近

く
、
た
く
さ
ん
の
日
本
共
産
党
員
が
買
い
に
来
る

か
ら
で
あ
ろ
う
。
ほ
っ
と
ブ
ッ
ク
ス
新
栄
が
経
営

が
成
り
立
つ
の
は
、
愛
知
民
主
会
館
の
一
階
に
あ

り
、
テ
ナ
ン
ト
料
が
格
安
、
会
館
内
の
、
日
本
共

産
党
と
関
係
が
深
い
団
体
の
関
係
者
な
ど
が
書
籍

を
買
っ
て
い
く
、
店
員
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
使
っ

た
り
し
て
い
る
（
確
認
情
報
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
）

な
ど
の
理
由
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
日
本
共
産
党
の

政
治
資
金
収
支
報
告
書
に
よ
る
と
、
日
本
共
産
党

は
、
美
和
書
店
か
ら
大
量
の
図
書
カ
ー
ド
を
買
い

上
げ
た
り
し
て
い
る
。
書
店
は
、
図
書
カ
ー
ド
を

販
売
す
る
と
、
5
%
の
利
益
が
あ
る
。
要
す
る

に
、1
0
0
0
円
の
図
書
カ
ー
ド
を
販
売
す
れ
ば
、

5
0
円
の
利
益
が
出
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
平

成
3
0
年
度
で
、1
0
0
0
万
近
く
の
図
書
カ
ー

ド
を
購
入
し
て
い
る
。
5
0
万
円
が
、
美
和
書
店

の
利
益
に
な
る
計
算
で
あ
る
。

　

日
本
共
産
党
や
、
共
産
主
義
を
研
究
す
る
人
に

と
っ
て
、
美
和
書
店
や
、
ほ
っ
と
ブ
ッ
ク
ス
新
栄

の
よ
う
な
、
い
わ
ゆ
る
日
本
共
産
党
員
が
呼
ぶ
と

こ
ろ
の「
民
主
書
店
」は
、役
に
立
つ
書
店
で
あ
る
。

し
か
し
、
過
去
、
日
本
共
産
党
を
真
正
面
か
ら
批

判
し
て
い
た
、
慶
應
義
塾
大
学
名
誉
教
授
の
中
村

勝
範
先
生
の
よ
う
に
、
美
和
書
店
が
販
売
を
拒
否

し
た
人
物
も
存
在
す
る
。

   （
写
真　

ほ
っ
と
ブ
ッ
ク
ス
新
栄
）

安
東
幹
氏
が
、
二
〇
二
一
年
四
月
二
十
一
日
、

自
分
で
撮
影
）
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日本共産党と関係が深い、以下の団体のウェッブサ
イトの英語サイトは、古い記事ばかり
国際活動をやめるか、きちんと更新するか、厳重に
抗議しよう。
全日本民主医療機関連合会、新日本婦人の会、全日本教職員組合（東京都教職員組合）は、日本共産党
と関係が深い団体である。選挙の時など、内部に、日本共産党後援会が発足する。執行部内部には、日
本共産党員が多数存在し、支部と同じレベルである党グループを結成し、対応する民医連、新婦人、全
教などの方針を討議・具体化するのが普通である。

民医連、全教、新婦人は、国際活動も行い、新婦人は国際連合の NGO 資格も所有しているが、それら
の団体のウェッブサイトの英語ページはお粗末である。それらの団体は、英語版のウェッブサイトを更
新するか、さもなければ国際活動をしていると主張するのをやめるべきである。新婦人の会は、国連
NGO 資格を取り下げるべきである。

民医連のウェッブサイトには、英語版のウェッブサイトがあるが、最新の記事は、2013 年 7 月 31 日
付の記事である。しかも、English の、頭文字が小文字の e となっているというお粗末ぶりである。韓
国語版のウェッブサイトもあるが、最新の記事は、2014 年 1 月 6 日付である。民医連は、直ちに外国
語版のウェッブサイトを削除するか、さもなければ、更新しない理由を釈明するべきである。

新婦人の会のウェッブサイトも、英語の記事が 2018 年 8 月 8 日付、2018 年 3 月 15 日付、2017 年
8 月 15 日付、2016 年 6 月 15 日付、2015 年 8 月 15 日付、2015 年 3 月 15 日付と、記事は古いし、
記事もほとんどない。これでは、国連の NGO 資格にふさわしい団体とは言えないのではないか？新婦
人の会は、直ちに外国語版のウェッブサイトを削除するか、さもなければ、更新しない理由を釈明する
べきである。

全教の会のウェッブサイトも、英語のニュースが、2019 年 6 月 27 日付、2019 年 6 月 26 日付、
2018 年 7 月 19 日付、2018 年 5 月 22 日付、2018 年 5 月 2 日付、2017 年 7 月 20 日付、2017 年
10 月 19 日付、2015 年 2 月 27 日付、オピニオンが、2018 年 10 月 17 日付、2016 年 4 月 9 日付、
2015 年 9 月 19 日付と、記事は古いし、記事もほとんどない。全教は、直ちに外国語版のウェッブサ
イトを削除するか、さもなければ、更新しない理由を釈明するべきである。

日本共産党は、世界を変えると主張し、日本共産党の党大会決定には、世界の政治の分析が、地域ごと
に細かく分析されているが、日本共産党と関係が深い団体の英語発信がこれでは、お粗末としか言いよ
うがない。なお、全労連の英語ページはひんぱんに更新されている。その他の日本共産党と関係が深い
団体で、英語版のウェッブサイトがあると言える団体は見当たらない。
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ス
ト
ー
カ
ー
規
制
問
題
で
、

日
本
の
法
体
系
を
破
壊
す

る
日
本
共
産
党
。
日
本
政

府
は
厳
正
な
指
導
を

　

日
本
社
会
の
健
全
な
発
達
、
ス
ト
ー
カ
ー
、
セ

ク
ハ
ラ
の
な
い
社
会
の
実
現
に
、
日
本
共
産
党
や

左
翼
が
、
妨
げ
と
な
っ
て
い
る
。
日
本
共
産
党
の

集
団
主
義
が
、
日
本
社
会
の
健
全
な
法
体
系
を
破

壊
し
て
い
る
。
共
産
主
義
思
想
を
、
危
険
思
想
と

し
て
禁
止
す
る
必
要
が
あ
る
。
日
本
の
法
体
系
、

現
存
す
る
社
会
を
破
壊
す
る
思
想
で
あ
る
だ
け
で

な
く
、
他
人
に
押
し
付
け
る
か
ら
で
あ
る
。

　

日
本
社
会
で
は
、
男
性
か
ら
女
性
へ
の
セ
ク
ハ

ラ
や
性
犯
罪
が
九
割
ほ
ど
。
女
性
か
ら
男
性
へ
の

セ
ク
ハ
ラ
や
性
犯
罪
が
一
割
ほ
ど
で
あ
る
。
女
性

の
上
司
が
、
妻
が
い
る
年
下
の
男
性
に
、
降
格
を

ち
ら
つ
か
せ
な
が
ら
、
デ
ー
ト
を
迫
る
な
ど
の
事

例
が
後
を
た
た
な
い
。
数
十
年
も
前
か
ら
、
女
性

の
上
司
ら
に
よ
る
男
性
の
部
下
な
ど
へ
の
セ
ク
ハ

ラ
が
存
在
し
、
セ
ク
ハ
ラ
相
談
所
へ
持
ち
込
ま
れ

る
事
件
の
一
割
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
今
後
、
女
性
の

管
理
職
の
増
加
に
と
も
な
っ
て
、
男
性
が
、
女
性

の
上
司
や
同
僚
か
ら
セ
ク
ハ
ラ
を
受
け
た
と
い
う

訴
え
が
増
加
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　

し
か
し
、
日
本
共
産
党
は
、
集
団
単
位
で
政
治

を
考
え
る
か
ら
、
女
性
に
対
す
る
性
犯
罪
、
セ
ク

ハ
ラ
に
対
す
る
厳
罰
を
求
め
て
も
、
女
性
か
ら
男

性
へ
の
性
犯
罪
、
セ
ク
ハ
ラ
は
、
認
め
た
く
な
い

思
想
を
基
盤
に
し
て
い
る
。男
性
に
責
任
が
あ
る
、

あ
る
い
は
、
女
性
が
か
わ
い
そ
う　

と
の
立
場
で

あ
る
。
こ
れ
で
は
、
女
性
か
ら
し
つ
こ
く
さ
れ
た

男
性
が
救
わ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
健
全
な
社
会
生

活
が
成
り
立
た
な
い
。
男
女
間
で
問
題
が
起
き
た

場
合
は
、
す
べ
て
男
性
が
悪
い
と
す
る
発
想
は
、

日
本
の
法
体
系
を
破
壊
し
、
日
本
を
破
壊
す
る
思

想
で
あ
る
。

　

男
女
間
で
問
題
が
起
き
た
場
合
は
、
女
性
が
悪

い
場
合
も
あ
る
と
い
う
の
が
正
し
い
立
場
で
あ

る
。
職
場
や
サ
ー
ク
ル
で
も
、
特
定
の
女
性
に
特

定
の
男
性
の
近
く
に
行
か
な
い
よ
う
に
と
い
う
指

示
を
責
任
者
が
出
す
場
合
も
あ
る
。
日
本
共
産
党

が
理
論
的
根
拠
と
す
る
科
学
的
社
会
主
義
は
、
階

級
史
観
、
集
団
史
観
で
あ
り
、
女
性
の
男
性
に
対

す
る
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
の
処
罰
に
消
極
的
で
あ
る

な
ら
ば
、
厳
重
に
始
動
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

し
、
共
産
主
義
思
想
そ
の
も
の
の
禁
止
も
あ
り
得

る
。

　

私
は
、
マ
ル
ク
ス
の
著
作
『
農
民
戦
争
』
を
研

究
し
た
。『
農
民
戦
争
』
は
、
歴
史
の
進
展
に
と

も
な
い
、
貴
族
が
没
落
し
た
と
か
、
商
人
や
工
場

主
が
台
頭
し
た
と
か
、
階
級
史
観
の
お
手
本
と
し

て
マ
ル
ク
ス
が
執
筆
し
た
本
で
も
あ
る
。
マ
ル
ク

ス
の
集
団
主
義
は
根
が
深
い
。

　

し
か
し
、
最
近
で
は
、
国
家
だ
け
が
悪
者
で
は

な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
第
三
者
団
体
が
悪
者
に
な
り

え
る
。
国
際
的
に
著
名
な
人
権
団
体
で
あ
る
ア
ム

ネ
ス
テ
ィ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
ど
が
、
国

家
権
力
で
は
な
い
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
に
よ
る
人
権

弾
圧
の
事
例
を
取
り
扱
っ
て
い
る
。

　

日
本
共
産
党
も
、方
針
を
変
え
る
必
要
が
あ
る
。

日
本
政
府
の
指
導
に
期
待
す
る
。



6

日
本
の
女
性
の
地
位
向
上

の
妨
げ
と
な
っ
て
い
る
新

日
本
婦
人
の
会
、
婦
人
民
主

ク
ラ
ブ
、
婦
人
団
体
連
合
会

へ
の
指
導
を
お
願
い
し
ま

す
。

新
日
本
婦
人
の
会
、
婦
人
民
主
ク
ラ
ブ
、
婦
人
団

体
連
合
会
と
い
う
女
性
団
体
が
あ
り
ま
す
。
政
治

活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体
で
す
。
日
本
共
産
党
と

い
っ
し
ょ
に
行
動
す
る
こ
と
が
多
い
団
体
で
す
。

組
織
の
名
称
を
見
て
も
ら
え
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、

「
婦
人
」
と
い
う
語
句
が
入
っ
て
い
ま
す
。
日
本
の

女
性
の
地
位
向
上
の
た
め
に
は
、「
婦
人
」
と
い
う

語
句
は
、「
女
性
」
と
い
う
語
句
に
、
代
え
ら
れ
る

べ
き
で
す
。
政
治
的
な
活
動
を
行
う
団
体
で
す
か

ら
、
当
然
で
し
ょ
う
。
英
語
で
言
え
ば
、「M

s.

」

を
使
わ
ず
に
、「M

rs.

」
を
使
用
し
て
い
る
よ
う
な

も
の
で
す
。
新
日
本
婦
人
の
会
、
婦
人
団
体
連
合

会
の
よ
う
な
、
組
織
人
員
が
大
き
い
団
体
が
、
組

織
名
称
に
「
婦
人
」
と
い
う
語
句
を
使
用
し
て
い

れ
ば
、
一
般
の
国
民
も
、
婦
人
と
い
う
語
句
を
安

易
に
使
用
す
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ

れ
で
は
、新
日
本
婦
人
の
会
、婦
人
団
体
連
合
会
は
、

日
本
の
女
性
の
地
位
向
上
に
と
っ
て
、
マ
イ
ナ
ス

で
す
。

新
日
本
婦
人
の
会
は
、
以
前
の
全
国
大
会
時
に
、

新
日
本
婦
人
の
会
と
い
う
名
称
は
、
定
着
し
て
い

て
愛
着
が
あ
る
か
ら
、
女
性　

とNGO

い
う
語

句
へ
の
置
き
換
え
を
す
る
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
と

し
ま
し
た
が
、
と
ん
で
も
な
い
こ
と
で
す
。
特
に
、

新
日
本
婦
人
の
会
は
、
国
連
で
の
資
格
を
得
て
い

る
の
で
す
か
ら
、
許
さ
れ
な
い
こ
と
で
す
。
発
行

し
て
い
る
機
関
紙
は
、「
新
婦
人
し
ん
ぶ
ん
」
と
い

う
名
称
で
、「
婦
人
」
と
い
う
語
句
が
際
立
っ
て
い

ま
す
。

日
本
政
府
は
、
厳
重
に
新
日
本
婦
人
の
会
、
婦
人

民
主
ク
ラ
ブ
、
婦
人
団
体
連
合
会
を
指
導
し
、
名

称
の
変
更
を
求
め
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

日
本
の
進
む
道
研
究
所　

代
表　

安
東
幹　

　
　
　
　
　

info@
japanfutureresearch.org

新
日
本
婦
人
の
会
の
活
動
の
一
端　
「
安
倍9

条

改
憲
発
議
ス
ト
ッ
プ
！
」

婦
人
民
主
ク
ラ
ブ　
「
金
子
勝
先
生
の
憲
法
教
室　

鈴
木
安
蔵
先
生
か
ら
マ
ル
ク
ス
主
義
経
済
学
を
学

ん
で
」

婦
人
団
体
連
合
会　
「
女
性
解
放
、
社
会
進
歩
の
た

め
に
た
た
か
う

新
日
本
婦
人
の
会
の
文
書
よ
り

た
た
か
い
あ
る
と
こ
ろ
に
新
婦
人
あ

り大
学
入
試
共
通
テ
ス
ト
へ
の
、
民
間

の
英
語
テ
ス
ト
導
入
は
、
業
者
の
利

益
の
た
め

デ
ジ
タ
ル
庁
の
創
設
は
、
民
間
大
企

業
に
個
人
情
報
が
得
や
す
く
し
、
パ

ソ
コ
ン
大
企
業
の
利
益
の
た
め
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全
労
協
（
全
国
労
働
組
合
連
絡
協
議

会
）
の
実
態
（
2
0
2
1
年
3
月

2
6
日
の　

け
ん
り
総
行
動
を
見
て
）

　

全
労
協
は
、
労
働
組
合
の
集
合
組
織
で
す
。

1
9
8
9
年
、
共
産
主
義
を
危
険
思
想
と
考
え
る

労
働
組
合
の
全
国
組
織
で
あ
る
連
合
（
日
本
労
働

組
合
総
連
合
会
）
と
、
日
本
共
産
党
と
協
力
す
る

こ
と
が
多
い
全
労
連
（
全
国
労
働
組
合
総
連
合
）

が
、
1
9
8
9
年
に
結
成
さ
れ
た
時
に
、
日
本
共

産
党
が
理
論
的
基
礎
と
す
る
科
学
的
社
会
主
義（
マ

ル
ク
ス
＝
レ
ー
ニ
ン
主
義
、
あ
る
い
は
共
産
主
義
）

と
は
違
っ
た
、
向
坂
逸
郎
氏
の
提
唱
し
た
科
学
的

社
会
主
義
（
マ
ル
ク
ス
＝
レ
ー
ニ
ン
主
義
、
あ
る

い
は
共
産
主
義
）
を
理
論
的
基
礎
と
す
る
社
会
主

義
協
会
派
が
執
行
部
に
影
響
力
を
持
つ
労
働
組
合

な
ど
が
中
心
に
な
っ
て
結
成
さ
れ
た
も
の
で
す
。

向
坂
逸
郎
氏
は
、
昔
存
在
し
た
大
き
な
政
党
で
あ

る
社
会
党
の
左
派
の
理
論
的
支
柱
で
あ
り
、
労
農

派
と
も
い
わ
れ
た
。
同
じ
が
科
学
的
社
会
主
義
の

呼
称
で
も
、
日
本
共
産
党
の
科
学
的
社
会
主
義
と

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
部
分
で
相
違
が
あ
り
ま
す
。
社

会
主
義
協
会
派
は
、
地
域
の
社
会
党
の
青
年
活
動

家
の
心
を
と
ら
え
、
マ
ル
ク
ス
の
資
本
論
を
、
向

坂
逸
郎
氏
の
解
釈
に
よ
っ
て
積
極
的
に
勉
強
す
る

会
な
ど
が
、
各
地
で
熱
心
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

連
合
や
全
労
連
が
、全
国
に
組
織
が
あ
る
ナ
シ
ョ

ナ
ル
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
全
労
協
は
、

組
織
が
存
在
す
る
都
道
府
県
が
限
ら
れ
て
い
て
、

ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

も
、
向
坂
逸
郎
氏
の
死
後
、
社
会
主
義
協
会
は
分

裂
し
、
勢
力
も
激
減
し
ま
し
た
。

　

全
労
協
が
中
心
と
な
っ
て
、
時
々
、
行
わ
れ
る

の
が
、「
け
ん
り
総
行
動
」
で
す
。
2
0
2
1
年

3
月
2
6
日
の
「
け
ん
り
総
行
動
」
に
は
、
百

数
十
名
の
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。

　

林
立
し
て
い
た
旗
は
（
経
団
連
会
館
前
）、

・
フ
ィ
リ
ピ
ン
ト
ヨ
タ
を
支
援
す
る
会

・
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
航
空
（
青
い
旗
）

・
全
統
一
労
組

・
カ
ル
テ
が
危
な
い
C
型
肝
炎

・
各
専
（
各
種
専
門
学
校
）

・
国
労　
　
　
　
　

・
N
関
労

・
全
労
協
退
職
者
ユ
ニ
オ
ン

・
交
通
ユ
ニ
オ
ン

・
な
か
ま
ユ
ニ
オ
ン

・
J
I
A
労
組

・
郵
政
シ
ル
バ
ー
ユ
ニ
オ
ン

・
日
本
製
鉄
元
徴
用
工
を
支
援
す
る
会

・
J
A
L
労
働
争
議
団

・
全
国
一
般
な
ん
ぶ

・
神
奈
川
県
共
闘

・
韓
国
サ
ン
ケ
ン　
　
　

・
東
水
労

・
東
京
清
掃
シ
ル
バ
ー
ユ
ニ
オ
ン

・
東
京
清
掃
退
職
会

・
全
労
協

・
全
国
一
般
東
京
労
組

・
不
当
解
雇
を
撤
回
し
ろ　

上
智
大
学

（
池
袋
サ
ン
ケ
ン
事
務
所
前
で
は
上
記
プ
ラ
ス
）

・
J
A
L
愛
媛
争
議
団

・
東
京
山
谷
日
雇
労
働
組
合

・
中
部
全
労
協　
　
　

・
ユ
ニ
オ
ン
平
和

・
サ
ン
ケ
ン
労
組
（
紫
色
の
の
ぼ
り
旗
）（
ハ
ン
グ

ル
語
で
ア
ピ
ー
ル
）

ス
ロ
ー
ガ
ン

「
原
発
再
稼
働
や
め
よ
」

「
原
発
促
進
や
め
よ
」　

な
ど
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北朝鮮の東京オリンピック・パラリンピック不参加決定で騒ぎだす、
世界各地の左翼・共産主義団体に警戒を！

朝鮮総連
日本にのみこのような団体は存在する。
日本在住の、北朝鮮に忠誠を誓ったりす
る朝鮮人の組織。韓国系の朝鮮人の組織
は民団（在日本大韓民国民団）であり、
朝鮮総連と対立している。第二次世界大
戦終了時、たくさんの韓国人が日本にい
て、このような組織が結成された。

極左暴力集団
〇中核派
〇革マル派

北朝鮮の影響力の強い韓国の鉄道の労働運動に
参加したりして関係を持つ。

杉並区中核派　洞口ともこ区議会議員は、杉並
区議会でオリパラ中止の議会質問

独立勢力

極左　
第 4インターナショナル

かけはし派など（日本での代表）
世界中で、オリンピック反対、中止

運動を繰り広げている。
パリ、ロサンジェルスに仲間

友好関係
〇旧社会党左派

戦後、一貫して交流。
日本共産党のように北朝鮮

と断絶はない。
日教組図書館には、金日成写真集など

のような書籍がある。
日本教職員チュチェ思想研究会全国連絡

協議会には数百名の構成員

世界中の主体思想研究会
「主体思想（チェチュ）
北朝鮮の公式思想、

共産主義思想を改造した思想」

日本では佐久川政一沖縄名誉大学名誉
教授が会長。尾上健一氏など有名

北朝鮮
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日本の進む道研究所 代表 安東 幹 
 
 
身長 165㎝ほど 
体重 67キロ（減量中） 犯罪歴なし 
                          （交通違反除く） 
 
 
国連大好きです。 
ニューヨークの国連本部 
ウィーン、ジュネーブの 
国連機関、パリのユネスコ 家族で仲良く暮らしています 
など世界中の国連機関を 
訪問しています。 
東京青山にある国連大学で 
勉強させていただいています。 
国連大学協力会員 
 
 PCR検査 
生まれ 京都 コロナ抗体検査 
幼少期 兵庫県西宮市 定期的に受けています。 
夏休みなど京都 これまで 10回ほど受けました。 
その後、東京 すべて陰性でした。 
ほとんど杉並区 
世田谷・中野少し 47都道府県に行ったことが 
 あります。 
著作 3冊 中学 3年生の時の成績 
『日本共産党に 体育除いてオール 5 
強制収容所』 都立西高校卒業 
『誰も書かなかった 英語・IT得意です。 
中国の人権抑圧』他 世界中の国を体験 
雑誌に論文多数 アメリカほとんどの主要都市 
『論文「私たちが体 ヨーロッパの多くの国 
験した共産党の強制 韓国、タイ、マレーシア 
収容所列島（兵本 ニュージーランド、メキシコ 
達吉氏との対談）」 など 

黒髪 
 

メガネなし 
視力良い 

 

夢
は
大
き
く
、
日
本
の
進
む
道
研
究
所
を
、

国
際
的
な
シ
ン
ク
タ
ン
ク
へ
と
成
長
さ

せ
、、
世
界
を
繁
栄
に
導
く
こ
と
で
す
。 
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揺
ら
ぐ

       
日
本
共
産
党
の
権
威

赤
旗
の
一
面
記
事
を
、          

                  
翌
日
、
削
除

　

日
本
共
産
党
の
機
関
紙
「
赤
旗
」
は
、

二
〇
二
一
年
四
月
二
十
日
、
前
日
の
「
赤
旗
」
一

面
の
、
広
島
市
繁
華
街
で
の
街
頭
演
説
を
報
じ
た

見
出
し
と
記
事
を
削
除
す
る
訂
正
記
事
を
掲
載
し

た
。
し
か
も
、
削
除
の
理
由
が
明
記
さ
れ
て
い
な

い
。
日
本
共
産
党
の
権
威
が
揺
ら
い
で
い
る
。

　

日
本
共
産
党
の
機
関
紙
「
赤
旗
」
の
一
面
と
い

え
ば
、
日
本
共
産
党
の
ト
ッ
プ
が
、
作
成
段
階
で

目
を
通
し
て
意
見
を
述
べ
、
印
刷
の
許
可
を
出
す

と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
「
赤
旗
」
の
一
面
で
削

除
記
事
が
出
た
。　
　

か
つ
て
は
、
日
本
共
産
党
は
間
違
い
を
し
な
い
、

こ
れ
ま
で
の
何
十
年
で
の
日
本
共
産
党
の
歴
史
に

わ
た
っ
て
誤
り
を
し
た
の
は
、
一
九
六
四
年
四
月

十
七
日
に
予
定
し
て
い
た
ゼ
ネ
ラ
ル
ス
ト
ラ
イ
キ

（
日
本
全
国
の
労
働
組
合
が
い
っ
せ
い
に
ス
ト
ラ

イ
キ
す
る
と
い
う
も
の
）
の
参
加
中
止
を
直
前
の

四
月
八
日
に
決
定
し
た
こ
と
で
、
七
月
の
中
央
委

員
会
総
会
で
誤
り
を
認
め
た
こ
と
く
ら
い
で
あ
る

と
主
張
し
、
日
本
共
産
党
は
集
団
指
導
体
制
で
あ

り
、
日
本
共
産
党
無
謬
論
を
長
ら
く
主
張
し
て
い

た
が
、
最
近
、
日
本
共
産
党
も
い
ろ
い
ろ
な
間
違

い
を
す
る
こ
と
が
多
く
な
り
、
権
威
が
揺
ら
い
で

い
る
。

以
下
、
公
明
党
新
聞
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。

「
十
九
日
付
の
記
事
を
見
る
と
、
共
産
系
列
の
団

体
が
十
七
、十
八
の
両
日
、
二
十
五
日
投
票
の
参

院
広
島
選
挙
区
再
選
挙
に
出
馬
す
る
立
憲
民
主
党

な
ど
推
薦
の
候
補
を
「
応
援
し
よ
う
」
と
街
頭
で

宣
伝
を
行
い
「
選
挙
に
行
こ
う
」
と
呼
び
掛
け
た

と
い
う
内
容
。「
〇
〇
候
補
ぜ
ひ
」と
の
見
出
し
と
、

横
断
幕
を
掲
げ
て
マ
イ
ク
で
演
説
し
て
い
る
人
た

ち
の
写
真
も
一
緒
に
掲
載
し
て
い
た
。
記
事
中

に
「
〇
〇
さ
ん
に
入
れ
ま
す
」
と
の
聴
衆
の
コ
メ

ン
ト
が
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
同
候
補
へ
の
投
票
を

熱
心
に
呼
び
掛
け
る
様
子
が
、
読
み
取
れ
る
紙
面

だ
っ
た
。
そ
ん
な
見
出
し
と
記
事
を
、
訂
正
記
事

は“

な
か
っ
た
こ
と
に
す
る”

と
い
う
の
で
あ
る
。

何
か
都
合
の
悪
い
こ
と
で
も
あ
っ
た
の
か
。
そ
う

詮
索
し
な
が
ら
公
職
選
挙
法
を
ひ
も
と
く
と
、
選

挙
運
動
の
た
め
に
す
る
街
頭
演
説
は
、
選
挙
管
理

委
員
会
か
ら
交
付
さ
れ
た
標
旗
を
掲
げ
な
け
れ
ば

行
う
こ
と
が
で
き
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
削
除
さ

れ
た
記
事
を
読
む
と
、
街
頭
で
演
説
し
て
い
た
共

産
系
列
の
団
体
は
、
立
憲
な
ど
推
薦
候
補
を
自
主

的
に
支
援
し
て
い
る
に
過
ぎ
ず
、
そ
こ
に
選
管
か

ら
交
付
さ
れ
た
標
旗
が
あ
っ
た
と
は
考
え
に
く

い
。
紙
面
で
生
々
し
く
報
じ
ら
れ
た
街
頭
演
説
の

様
子
は
、
標
旗
な
し
の“

選
挙
違
反”

と
疑
わ
れ

る
事
例
を
世
間
に
知
ら
し
め
て
し
ま
っ
た
と
い
う

こ
と
か
。

写
真　

さ
ざ
え
さ
ん
博
物
館　

東
京
世
田
谷
区
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日
本
民
主
青
年
同
盟
の

動
向　

学
生
新
勧
で

百
八
十
九
名
増
や
す
。

　

日
本
共
産
党
の
支
援
を
受
け
て
活
動
し
、
日

本
共
産
党
と
と
も
に
活
動
す
る
青
年
団
体
で
あ

る
日
本
民
主
青
年
同
盟
は
、
日
本
各
地
で
、
学

生
新
入
生
歓
迎
運
動
を
強
め
て
い
る
。こ
れ
は
、

大
学
、
あ
る
い
は
高
校
、
専
門
学
校
、
あ
る
い

は
職
場
で
、
新
入
生
や
、
新
し
く
就
職
し
た
人

た
ち
を
、日
本
民
主
青
年
同
盟
（
以
下
＝
民
青
）

に
迎
え
入
れ
る
活
動
で
あ
る
。
新
入
生
ら
の
新

し
い
学
生
生
活
の
不
安
な
ど
に
相
談
に
乗
り
つ

つ
、
日
本
民
主
青
年
同
盟
に
迎
え
入
れ
よ
う
と

し
て
い
る
。
毎
年
、
こ
の
時
期
に
大
規
模
に
行

わ
れ
て
い
る
。

　

二
〇
二
一
年
三
月
十
九
日
に
民
青
同
盟
中

央
常
任
委
員
会
が
発
表
し
た
学
生
新
勧
論
文

Ⅲ
（
学
生
の
苦
難
に
寄
り
添
い
、
つ
な
が
る
努

力
を
強
め
、
班
員
総
決
起
で
成
功
さ
せ
る
新
勧

に
―
三
つ
の
提
起
と
仲
間
を
迎
え
る
た
め
の
独

自
追
求
）
に
よ
る
と
、「
十
二
月
か
ら
二
月
に

か
け
て
一
八
九
名
の
学
生
を
仲
間
に
迎
え
ま
し

た
。
こ
れ
は
歴
史
的
到
達
に
な
る
で
あ
ろ
う
と

い
わ
れ
た
昨
年
の
コ
ロ
ナ
以
前
よ
り
十
二
名
少

な
い
も
の
の
、
そ
れ
以
前
の
五
年
間
と
比
較

す
る
と
三
十
六
名
か
ら
百
三
十
二
名
の
幅
で
上

回
っ
て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
に
よ

る
制
約
が
あ
る
中
で
、
こ
れ
は
画
期
的
な
到
達

と
い
え
ま
す
。「
食
料
支
援
を
利
用
し
た
学
生

が
自
分
も
役
に
立
ち
た
い
と
加
盟
し
て
く
れ

た
」「
宣
伝
で
食
料
支
援
活
動
を
や
っ
て
い
る

こ
と
を
伝
え
る
と
共
感
が
寄
せ
ら
れ
た
」、「
受

験
生
と
対
話
を
す
る
と
資
本
主
義
は
お
か
し
い

の
で
は
な
い
か
と
い
う
話
に
な
る
こ
と
が
多

い
」
な
ど
、
情
勢
と
民
青
の
取
り
組
み
が
か
み

合
っ
て
仲
間
に
迎
え
て
い
る
の
が
大
き
な
特
徴

で
す
。」
と
あ
る
。

　

親
は
、
子
ど
も
か
ら
民
青
に
加
盟
し
た
と
報

告
を
受
け
た
場
合
、
論
文
に
「
入
試
宣
伝
は
、

感
染
防
止
対
策
に
つ
い
て
日
本
共
産
党
と
よ
く

相
談
し
な
が
ら
、」
と
あ
る
よ
う
に
、
民
青
は
、

日
本
共
産
党
系
の
青
年
団
体
で
あ
る
と
い
う
こ

と
を
説
明
し
て
、
必
要
な
場
合
に
は
加
盟
を
取

り
消
す
よ
う
説
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

こ
の
間
、
青
年
の
間
に
、
民
青
の
知
名
度
が

上
が
っ
て
い
る
。
徳
島
で
は
、
無
料
食
糧
支
援

活
動
を
、
日
本
共
産
党
員
な
ど
か
ら
の
食
糧
提

供
を
受
け
な
が
ら
、
昨
年
六
月
か
ら
三
十
二
回

行
わ
れ
、
千
六
百
人
の
参
加
者
と
な
っ
た
。
青

年
の
間
に
、
日
本
民
主
青
年
同
盟
に
対
す
る
好

感
が
広
が
っ
て
い
る
。
危
険
で
あ
る
。

　

日
本
共
産
党
は
、食
糧
支
援
活
動
を
通
し
て
、

デ
ジ
タ
ル
庁
創
設
は
、
監
視
社
会
を
つ
く
る
こ

と
が
目
的
で
あ
る
と
か
、
い
か
に
も
大
企
業
攻

撃
を
常
に
論
文
に
盛
り
込
む
科
学
的
社
会
主
義

ら
し
く
、
企
業
の
利
潤
追
求
に
利
用
さ
れ
る
な

ど
と
理
論
を
展
開
し
、
青
年
に
デ
ジ
タ
ル
庁
反

対
の
理
論
を
吹
き
込
ん
で
い
る
。
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原
子
力
発
電
所
再
開
の
動

き
を
歓
迎
す
る

　

福
井
県
美
浜
に
あ
る
原
子
力
発
電
所
が
、
再

稼
働
に
向
け
て
動
き
出
し
て
い
る
。
日
本
の
進

む
道
研
究
所
と
し
て
は
、
大
歓
迎
で
あ
る
。
日

本
の
進
む
道
研
究
所
の
代
表
の
安
東
幹
氏
は
、

数
十
年
以
上
に
わ
た
る
、
原
発
推
進
論
者
で
あ

る
。
福
島
で
原
発
事
故
が
起
き
た
時
に
も
、
原

発
の
必
要
性
を
主
張
し
、
原
発
推
進
を
訴
え
て

い
た
。
そ
の
後
も
、
ず
っ
と
、
原
発
推
進
を
訴

え
て
い
る
。

　　

私
は
、
2
0
2
1
年
4
月
4
日
、
柏
崎

刈
羽
原
子
力
発
電
所
サ
ー
ビ
ス
ホ
ー
ル
を
訪
問

し
た
。「
サ
ー
ビ
ス
ホ
ー
ル
で
は
、
発
電
所
の

安
全
対
策
や
原
子
力
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
情

報
を
お
知
ら
せ
し
て
い
る
」
と
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

に
あ
る
。
わ
か
り
や
す
い
展
示
が
あ
り
、
案
内

し
て
く
れ
た
人
も
親
切
、
て
い
ね
い
で
、
訪
問

し
て
ほ
ん
と
う
に
良
か
っ
た
。
私
が
訪
れ
た
日

は
、
子
ど
も
向
け
の
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
、
入
り

口
近
く
に
あ
る
コ
ー
ナ
ー
は
、
親
子
連
れ
で
に

ぎ
わ
っ
て
い
た
。

　

私
が
原
発
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
よ
う
な
と

こ
ろ
を
訪
れ
る
の
は
、
昨
年
の
福
井
県
の
美
浜

原
発
Ｐ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
に
次
い
で
二
度
目
で
あ

る
。
原
発
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
た
。
立
地
条
件
、
し
く
み
な
ど
、
お
お
よ
そ

わ
か
っ
た
。

　

昨
年
、
私
が
美
浜
原
発
Ｐ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
に
訪

れ
た
時
に
は
、
日
本
共
産
党
員
や
極
左
活
動
家

な
ど
が
、「
こ
の
よ
う
な
洗
脳
施
設
は
直
ち
に

廃
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
安
東
を
直
ち
に

追
い
出
せ
」
と
お
し
か
け
た
。
今
回
は
、
そ
の

よ
う
な
こ
と
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
が
、
町
の
あ

ち
こ
ち
に
は
、「
こ
こ
は
原
発
か
ら
〇
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
」
と
い
う
左
翼
が
作
成
し
た
ス
テ
ッ
カ
ー

が
あ
ち
こ
ち
に
貼
ら
れ
て
い
た
。

　

も
と
も
と
、
共
産
主
義
者
は
、
科
学
の
信
奉

者
で
あ
り
、
原
子
力
開
発
大
賛
成
で
あ
る
。
不

破
哲
三
も
、
原
子
力
の
平
和
利
用
、
開
発
を
熱

心
に
主
張
し
て
い
た
時
も
あ
っ
た
。
日
本
共
産

党
や
左
翼
の
異
常
な
ま
で
の
原
発
廃
止
運
動
に

は
、
理
解
に
苦
し
む
。

　

今
回
の
、
美
浜
原
発
再
稼
働
に
向
け
た
動
き

を
歓
迎
し
、
さ
ら
な
る
原
発
の
推
進
を
訴
え
る
。

多
く
の
人
が
、原
発
Ｐ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
、原
発
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
訪
問
す
る
こ
と
を
望
む
。
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福
澤
諭
吉
先
生
、
慶
應
義

塾
を
、
共
産
主
義
者
や
左

翼
か
ら
守
ろ
う
！

（
日
本
共
産
党
と
関
係
が
深
い
組
合
で
あ
る
、
慶

應
義
塾
労
働
組
合
に
抗
議
・
要
請
文
）

令
和
３
年
（
二
〇
二
一
年
四
月
十
六
日
）

慶
應
義
塾
大
学
労
働
組
合
様

　

安
東
幹
と
申
し
ま
す
。
設
立
さ
れ
て
三
年
半
と

な
る
、
任
意
団
体
で
あ
る
、
日
本
の
進
む
道
研
究

所
の
代
表
を
務
め
て
い
ま
す
。

　

塾
員
で
す
。
平
成
十
一
年
三
月
に
、
通
信
課
程

法
学
部
乙
類
を
卒
業
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
学
士

の
資
格
を
取
得
し
、
ア
メ
リ
カ
の
シ
ア
ト
ル
に
本

校
の
あ
る
シ
テ
ィ
大
学
大
学
院
に
進
学
し
ま
し

た
。
学
業
は
現
在
、
三
分
の
一
ほ
ど
の
単
位
を
履

修
し
た
時
点
で
、
中
断
中
で
す
。

　

貴
団
体
の
組
合
員
が
、
私
が
慶
應
義
塾
関
係
の

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
い
る
時
に
、
た
と
え
ば
、

東
京
六
大
学
野
球
、
新
年
名
刺
交
換
会
な
ど
に
、

安
東
幹
さ
ん
の
い
る
場
所
に
や
っ
て
き
て
、
大
声

で
騒
い
だ
り
、「
安
東
出
て
け
」
な
ど
と
シ
ュ
プ

レ
ヒ
コ
ー
ル
を
し
た
り
す
る
の
は
、
慶
應
義
塾
関

連
の
イ
ベ
ン
ト
の
妨
げ
と
な
る
の
で
、い
っ
さ
い
、

行
わ
な
い
ほ
う
が
良
い
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
野
球

に
興
味
の
な
い
方
で
も
、
き
ち
ん
と
入
場
券
を
購

入
の
上
、
入
場
し
た
方
が
良
い
で
し
ょ
う
。

　

東
京
六
大
学
野
球
で
、
試
合
開
始
前
に
、
塾
旗

が
掲
げ
ら
れ
る
時
、「
神
聖
な
る
塾
旗
」
な
ど
の

ア
ナ
ウ
ン
ス
に
対
し
て
「
右
翼
」
と
い
う
ヤ
ジ
は

や
め
る
べ
き
で
す
。
ま
た
、
安
東
幹
氏
や
他
の
人

が
、「
日
本
共
産
党
員
学
生
や
、
日
本
共
産
党
の

党
派
性
の
あ
る
日
本
民
主
青
年
同
盟
と
戦
っ
た
」

と
い
う
話
し
を
す
る
の
は
自
由
で
あ
り
、
共
産
党

や
共
産
主
義
の
批
判
を
す
る
の
は
自
由
で
あ
り
、

他
の
人
に
悪
影
響
を
与
え
る
と
い
う
理
由
で
退
場

を
叫
ぶ
の
は
や
め
た
方
が
良
い
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
慶
應
義
塾
労
組
の
組
合
員
が
、
慶
應
義

塾
と
ま
っ
た
く
関
係
が
な
い
、
私
の
エ
キ
ス
ト
ラ

の
仕
事
現
場
や
、
都
庁
の
カ
フ
ェ
な
ど
で
、
私
を

追
い
出
せ
と
大
声
で
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
あ
げ

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
ロ
ケ
が
中
断
し
て
迷
惑

で
す
し
、
都
庁
の
カ
フ
ェ
で
は
飲
食
の
妨
害
に
な

り
ま
す
。
常
識
の
範
囲
内
で
の
行
動
を
し
た
方
が

良
い
で
し
ょ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
一
部
の
元
日
本
共
産
党
地
方
議
員

や
、
日
本
共
産
党
活
動
家
、
日
本
共
産
党
や
地
方

の
大
学
教
職
員
組
合
、
医
労
連
な
ど
が
応
援
す
る

首
長
や
知
識
人
な
ど
が
、
福
澤
諭
吉
先
生
を
悪
の

帝
国
主
義
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
す
る
運
動
に
参
加

し
、
雑
誌
や
メ
デ
ィ
ア
に
執
筆
し
た
り
し
て
い
る

よ
う
で
す
が
、
日
本
共
産
党
と
協
力
す
る
こ
と
が

多
い
貴
労
働
組
合
と
し
て
は
、
い
か
が
お
考
え
で

し
ょ
う
か
？

　

こ
の
手
紙
を
出
し
た
こ
と
、
お
よ
び
、
内
容
は
、

ブ
ロ
グ
な
ど
で
公
開
し
ま
す
。

日
本
の
進
む
道
研
究
所　

代
表　

安
東　

幹　
　
　
　

　
　
　
　
　

info@
japanfutureresearch.org
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編
集
後
記

緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
た
。
み
ん
な
で
力
を
合
わ

せ
て
、
今
回
の
緊
急
事
態
宣
言
の
間
に
、
徹
底
的
に
感

染
を
防
ぎ
、
コ
ロ
ナ
禍
を
終
わ
ら
せ
よ
う
。
み
ん
な
で

力
を
合
わ
せ
れ
ば
必
ず
で
き
る
。
外
出
を
、
徹
底
的
に

せ
ず
に
、
買
い
物
も
短
時
間
で
、
会
話
も
控
え
、
が
ん

ば
り
ぬ
こ
う
。
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
な
ど
に
、
観
光

客
や
お
客
さ
ん
を
期
待
し
て
い
た
観
光
地
、
飲
食
店
、

サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
は
、
つ
ら
い
と
思
う
。
し
か
し
、
逆

に
そ
れ
だ
か
ら
こ
そ
、
今
回
の
緊
急
事
態
宣
言
下
で
は
、

徹
底
的
に
外
出
せ
ず
に
、
強
い
決
意
で
コ
ロ
ナ
禍
の
終

息
に
力
を
入
れ
る
べ
き
だ
。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
必
ず
実
現

さ
せ
よ
う
。
多
く
の
感
動
と
、
名
競
技
、
名
シ
ー
ン
、

記
録
が
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

生
ま
れ
、
東
京
が
世
界
中
の
多
く
の
人
の
心
に
刻
ま
れ
、

東
京
、
日
本
を
訪
れ
る
人
が
増
え
る
こ
と
を
願
う
。

九
月
ま
で
に
、
日
本
人
全
国
民
に
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
が

い
き
わ
た
る
こ
と
が
決
定
し
た
。
九
月
ま
で
に
、
日
本

人
で
希
望
者
全
員
に
ワ
ク
チ
ン
が
接
種
さ
れ
る
。
ア
メ

リ
カ
の
製
薬
会
社
、
ア
メ
リ
カ
政
府
と
、
日
本
政
府
が

合
意
し
た
。
菅
首
相
の
訪
米
は
、実
り
あ
る
も
の
で
あ
っ

た
。

日
本
に
希
望
の
灯
が
と
も
っ
た
。
が
ん
ば
ろ
う
！

　

V
リ
ー
グ
（
日
本
国
内
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
）
を

観
戦
し
て
い
る
。
ぜ
ひ
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
て
欲
し
い
。

で
き
る
限
り
、
応
援
し
た
い
。

　

特
定
の
チ
ー
ム
は
応
援
し
な
い
。
特
定
の
選
手
も
応

援
し
な
い
。
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
全
体
を
応
援
す
る
。
現
在
、

女
子
リ
ー
グ
を
観
戦
し
て
い
る
。
余
裕
が
で
き
れ
ば
、

男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
も
観
戦
し
た
い
。

　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
、
す
て
き
な
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る
。

年
を
と
っ
て
か
ら
で
も
楽
し
め
る
。
激
し
い
動
き
が

あ
っ
て
、
年
を
と
る
と
、
プ
レ
イ
す
る
の
が
た
い
へ
ん

な
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
と
は
違
う
。

　

P
T
A
バ
レ
ー
が
、
盛
ん
な
わ
け
が
わ
か
っ
た
。
最

近
は
、
P
T
A
バ
レ
ー
の
試
合
に
、
男
性
メ
ン
バ
ー
も

参
加
す
る
の
が
一
般
的
に
な
っ
た
。
P
T
A
バ
レ
ー
は
、

九
人
制
が
主
流
で
、
男
性
は
常
に
最
後
列
、
ボ
ー
ル
を

打
つ
時
は
、
下
か
ら
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
ア
タ
ッ

ク
は
禁
止
な
ど
の
ル
ー
ル
が
普
通
で
あ
る
。

　

少
子
化
に
よ
る
生
徒
数
の
減
少
に
よ
る
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
部
員
の
不
足
、
働
く
女
性
の
増
加
に
よ
る
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
部
員
の
不
足
、
学
校
に
関
与
し
た
い
、
教
育
内

容
を
知
り
た
い
男
性
保
護
者
の
増
加
、
保
育
園
、
看
護

現
場
な
ど
で
男
性
職
員
を
入
れ
る
こ
と
が
主
流
に
な
っ

て
い
て
、
男
性
が
い
な
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
避
け
る

女
性
が
増
え
た
な
ど
の
い
ろ
い
ろ
な
要
因
が
あ
っ
て
、

P
T
A
パ
パ
が
増
加
し
て
い
る
。

　

職
場
へ
の
女
性
の
進
出
も
あ
り
、
男
性
も
身
だ
し
な

み
に
気
を
つ
か
う
こ
と
に
な
っ
た
。
ハ
ン
カ
チ
の
所
持

は
必
ず
。
下
の
も
の
を
と
る
と
き
は
、
腰
を
曲
げ
る
と

お
尻
が
女
性
に
向
い
て
失
礼
な
の
で
、
か
ら
だ
全
体
を

下
げ
る
な
ど
の
新
し
い
常
識
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
、
次
々
と
電
子
書
籍
を
出
版
予

定
で
す
。

・『
安
東
幹　

共
産
主
義
批
判
理
論
集
』

・『
日
本
共
産
党
の
恐
ろ
し
い
実
態
（
や
ま
と
新

聞
掲
載
論
文
集
』

・『
日
本
共
産
党
と
関
係
が
深
い
労
働
争
議
団
批

判
』今

後
の
主
な
予
定

・
五
月
二
十
七
日

　

日
本
共
産
党
と
関
係
が
深
い
労
働
争
議
団
が

　

支
援
団
体
と
と
も
に
、
都
内
の
企
業
な
ど
を

　

抗
議
・
要
請
し
な
が
ら
回
る
の
を
批
判

（
五
月
十
日
の
、
J
A
L
労
働
争
議
団
の
J
A
L

本
社
前
で
の
抗
議
・
要
請
行
動
は
、
主
催
団
体
よ

り
、
中
止
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。　
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日
本
共
産
党
に
強
制
収
容
所
！

　

元
祖
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
マ
ル
ク
ス

　

共
産
主
義
は
、I
T
・
語
学
の
敵
。　

　

コ
ロ
ナ
治
療
薬
と
ワ
ク
チ
ン
開
発　
　

　

を
妨
害
。
今
す
ぐ
非
合
法
化
を
。

　
　

共
産
主
義
は
人
類
の
敵

　

東
京
オ
リ
・
パ
ラ
成
功
へ
！

  

国
家
・
家
族
・
企
業
を
、

            

共
産
主
義
か
ら
守
ろ
う
！

   

失
業
者
の
増
大
な
ど
社
会
不
安
が
高
ま
る
中
、

　
　
　
　
　
　
　
　

日
本
共
産
党
の
暴
動
に
警
戒
を

名
古
屋
の
シ
ン
ボ
ル
、
金
の
し
ゃ
ち
ほ
こ

（
名
古
屋
市
内
栄
広
場
に
て
特
別
展
示
展
）　

二
〇
二
一
年
四
月
二
十
一
日

　

日
本
の
進
む
道
研
究
所
は
、

設
立
三
周
年
を
迎
え
、
と
て
も

元
気
で
す
。
日
本
共
産
党
は
、

資
本
主
義
体
制
で
は
コ
ロ
ナ
危

機
は
乗
り
越
え
ら
れ
な
い
と
主

張
し
、
暴
動
か
ら
革
命
の
機
会

を
う
か
が
っ
て
い
ま
す
。
日
本

共
産
党
と
対
決
す
る
日
本
の
進

む
道
研
究
所
を
応
援
く
だ
さ
い
。




